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「
相
模
原
障
害
者
殺
傷
事
件
の
犠
牲
者
を

追
悼
し
、
想
い
を
語
る
会
」 

都
連
副
会
長 

川
﨑
洋
子 

 

９
月
２６
日
（
月
）
、
第
１
部
と
第
２
部

の
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
部
の
会
場
は
、
参
議
院
会
館
の
講

堂
で
３
０
０
名
を
超
え
る
障
害
者
、
家
族
、

関
係
者
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に
入

り
き
れ
ず
に
廊
下
で
見
守
る
人
も
大
勢
い

て
、
関
心
の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
１９
個
の
色
と
り
ど
り
の
キ

ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
、
一
つ
一
つ
に
お
供

物
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

開
会
の
挨
拶
の
後
、
全
員
で
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１３
名
を
超
え

る
議
員
が
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
、
議
員
の
中
に

は
重
い
障
害
を
持
っ
た
子
が
い
る
こ
と
や
、 

今
回
の
事
件
は
、
広
く
社
会
の
問
題
・
責

務
と
し
て
と
ら
え
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
貢
献
す

る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ど
ん
な
に
重
い
障
害
を
持
っ
て
い
て
も

地
域
で
暮
ら
す
権
利
が
あ
る
と
障
害
害
権

利
条
約
に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
基

盤
が
整
っ
て
い
な
い
わ
が
国
の
現
状
で
は
、

家
族
は
施
設
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
規
模
の
障
害
者
施

設
に
は
課
題
が
あ
り
、
も
っ
と
小
規
模
の

施
設
で
丁
寧
な
支
援
が
必
要
と
の
意
見
が

多
か
っ
た
で
す
。
神
奈
川
県
の
支
援
者
の

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
事
件
の
現

場
と
な
っ
た
施
設
は
、
今
も
血
な
ま
ぐ
さ

く
、
そ
こ
で
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

入
所
者
は
極
秘
に
全
員
別
の
場
所
に
移
っ

て
い
る
、
職
員
の
シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
く
職

員
へ
の
支
援
も
必
要
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

１９
名
の
氏
名
も
公
開
さ
れ
ず
、
何
か
理
解

し
が
た
い
も
の
が
残
り
ま
す
。
そ
し
て
会

場
い
っ
ぱ
い
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
当
事
者
の
歌
「
１９
の
軌
跡
」
の
穏
や

か
な
調
べ
と
歌
詞
が
会
場
に
流
れ
、
私
た

ち
は
亡
く
な
っ
た
１９
人
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
ア
ピ
ー

ル
文
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

第
２
部
は
日
比
谷
公
園
か
ら
鍛
冶
橋
に

向
け
て
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
し
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ

ラ
カ
ー
ド
や
花
を
掲
げ
て
行
進
し
ま
し
た
。 

 

車
椅
子
の
人
や
知
的
、
精
神
の
障
害
者

も
参
加
し
、
道
行
く
人
た
ち
に
訴
え
ま
し

た
。 

 

ま
だ
検
証
中
で
す
が
、
加
害
者
は
他
害

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
措
置
入
院
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
精
神
障
害
者
で
は
な
い

と
言
わ
れ
だ
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
こ
と

で
動
揺
さ
れ
て
い
る
当
事
者
、
家
族
が
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
で

悩
ま
ず
、
前
向
き
に
堂
々
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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平
成
２
９
年
度
東
京
都
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て 

 

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
や
精
神
疾
患
啓
発
を 

重
点
に
要
望
！ 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

 

去
る
９
月
８
日
（
木
）
に
東
京
つ
く
し
会
の
来
年
度

の
東
京
都
予
算
編
成
に
向
け
て
の
予
算
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
な
お
、
東
京
都
か
ら
の
要
望
に
対
す
る

回
答
は
１０
月
下
旬
の
予
定
で
す
。 

 

各
単
会
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
要
望
を
ま

と
め
、
東
京
つ
く
し
会
８
月
理
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

以
下
要
望
の
概
要
で
す
。 

Ⅰ
 

重
点
要
望
事
項 

１ 

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給 

２ 

精
神
保
健
啓
発
に
つ
い
て 

 

（
１
）
中
学
生
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
増
刷 

 

（
２
）
精
神
保
健
啓
発
講
演
会
の
実
施 

Ⅱ
 

精
神
障
害
者
・
家
族
へ
の
医
療
・
相
談
等
支
援 

１ 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制
の
整
備
の
早
期
実
現 

２ 

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
の
充
実 

３ 

精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
整
備 

（
１
）
２４
時
間
365
日
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く 

り
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
般
救
急
と
同
様
に
身
近 

な
地
域
で
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
治
療
が
受
け 

ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
特
に
、
か
か
り
つ
け 

の
診
療
機
関
で
の
救
急
診
療
が
で
き
れ
ば
こ
れ 

ほ
ど
安
心
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
２
）
特
に
、
夜
間
、
休
日
の
診
療
体
制
の
整
備 

の
早
期
実
現
を
お
願
い
し
ま
す
。 

４ 

相
談
窓
口
の
充
実 

５ 

身
体
疾
患
を
合
併
す
る
精
神
障
害
者
へ
の
対 

 

応 

Ⅲ
 

住
ま
い
の
確
保
・
充
実 

１ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
数
の
増
と
充
実 

２ 

当
事
者
の
一
時
休
息
・
家
族
の
一
時
避
難
先
の
確

保 

３ 

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
支
援 

Ⅳ
 

精
神
障
害
者
の
所
得
保
障
と
経
済
負
担
の
軽
減 

１ 

企
業
の
雇
用
義
務
化
の
前
倒 

２ 

就
労
へ
の
積
極
的
支
援 

（
１
）
一
般
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
が
企
業
等
に
就

労
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
障
害
者

雇
用
を
促
進
し
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の

移
行
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

に
対
し
て
も
雇
用
促
進
に
向
け
た
取
組
の
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
２
）
福
祉
就
労
の
賃
金
が
最
低
賃
金
よ
り
大
幅
に

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
を
補
填
す
る
よ
う

な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

３ 

東
京
都
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
適
用 

精
神
障
害
者
は
内
科
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
等
）
、
歯

科
等
の
へ
の
診
療
が
多
く
、
治
療
費
の
経
済
的
負
担

で
治
療
困
難
な
方
も
多
く
い
ま
す
。
是
非
、
精
神
障

害
者
に
も
適
用
し
て
下
さ
い
。 

４ 

診
断
書
費
用
の
助
成 

Ⅴ
 

家
族
会
活
動
へ
の
支
援
に
関
す
る
も
の 

 

家
族
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
を
２
６
他
県

家
族
会
は
県
立
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
一
部
の
使

用
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
。
東
京
都
に
お
い
て
も
、
同

様
な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。 

Ⅵ
 

西
多
摩
地
域
の
地
域
間
格
差
の
改
善 

１ 

西
多
摩
地
域
の
精
神
科
病
院
の
数
を
少
な
く 

良
質
に
し
、
日
中
活
動
場
所
が
増
え
る
よ
う
に
、 

東
京
都
が
積
極
的
に
関
与
を
し
て
く
だ
さ
い 

２ 

西
多
摩
地
区
に
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ 

ン
タ
ー
の
支
所
の
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

教
育
委
員
会
へ
の
要
望 

１ 

中
学
卒
業
ま
で
の
学
校
教
育
の
中
で
精
神
疾 

患
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
て 

く
だ
さ
い
。 

２ 

右
記
の
実
現
の
た
め
に
教
職
員
に
対
す
る
研 

修
を
一
層
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

保
護
者
・
学
校
関
係
者
を
含
め
た
早
期
発
見
・ 

早
期
治
療
に
結
び
つ
く
教
育
環
境
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。 

４ 

都
立
高
校
等
で
の
家
族
会
の
出
前
授
業
の
実 

施
生
徒
に
精
神
疾
患
の
啓
発
と
早
期
発
見
、
早
期 

治
療
の
必
要
性
に
つ
い
て
家
族
会
が
話
す
機
会 

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
区
町
村
に
対
し 

て
も
同
様
の
機
会
持
て
る
よ
う
指
導
下
さ
い
。 

 

各
単
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
市
区
町
村
へ
の
要 

望
活
動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 
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「
こ
ま
ぎ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 

９
月
２５
日
（
日
）
、
駒
木
野
病
院
の
年
１
回
の
お
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
初
め
て
多
摩
地
域

の
３
家
族
会
（
わ
か
く
さ
家
族
の
会
、
多
摩
草
む
ら
の

会
、
立
川
麦
の
会
）
合
同
で
、
「
い
こ
い
の
広
場
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
任
さ
れ
、
３
回
ほ
ど
企
画
会
議
を
も
ち
ま

し
た
。
無
料
の
飲
み
物
を
自
由
に
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
休
憩
で
き
、
２
つ
の
家
族
会
の
合
唱
発
表
を
し
、

会
場
の
方
々
に
も
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
に
な
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
こ
の
会
場
は
講
演

会
が
行
わ
れ
た
の
で
、
１３
時
か
ら
２
時
間
弱
の
わ
ず

か
な
時
間
で
し
た
が
、
大
勢
の
方
々
が
参
加
し
、
一
緒

に
歌
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
歌
声
喫
茶
み
た
い
な
一

体
感
が
あ
り
、
感
激
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も

が
発
病
し
て
以
来
、
歌
な
ん
か
歌
う
こ
と
は
な
か
っ
た

け
ど
、
久
し
ぶ
り
に
歌
え
て
楽
し
か
っ
た
。
」
と
い
う

う
れ
し
い
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

隣
の
「
元
気
の
広
場
」
で
は
、
当
事
者
た
ち
の
交
流

の
場
を
持
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
調
剤
師
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
外
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ
こ
い
演
舞
、
エ
イ
サ
ー
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
等
の
踊
り
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
中
庭
で
は
子
ど
も
向
け
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

大
道
芸
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
体
験
な
ど
。
隣

の
駒
木
野
庭
園
で
は
、
チ
ェ
ロ
演
奏
体
験
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
団
体
の
出
店
。
綿

菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ン
、
焼
き
鳥
等
々
。 

 

参
加
者
は
お
よ
そ
２
千
名
。
５６
団
体
の
協
力
を
得

て
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
意
気
込
み
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

み
ん
な
ね
っ
と
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
イ
ン
群
馬 

都
連
副
会
長 

 

本
田 

道
子 

ま
だ
夏
の
気
配
の
残
る
暑
い
日
で
し
た
。
9
月
15

日
（
木
）
に
新
前
橋
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。
今
年
は
天

候
が
気
が
か
り
で
担
当
の
群
馬
県
連
さ
ん
も
さ
ぞ
気

が
も
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
当
事
者
の
方
達
の
ゴ
ス
ペ
ル
が

な
が
れ
、
吉
邑
県
連
会
長
の
ご
挨
拶
、
み
ん
な
ね
っ
と

本
條
会
長
、
群
馬
県
知
事
、
前
橋
市
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

印
象
的
だ
っ
た
「
土
曜
学
校
20
年
の
あ
ゆ
み
」
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
向
け
の
心
理
教
室
と
Ｓ
Ｓ
Ｔ

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
践
で
す
。
20

年
間
ず
っ
と
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
浅
見
隆
康

先
生
と
ご
家
族
の
講
演
は
こ
の
病
気
、
障
が
い
の
家
族

支
援
の
重
要
性
を
ど
な
た
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
人
支
援
は
も
ち
ろ
ん
必

要
で
す
。
が
こ
の
病
の
特
徴
は
日
常
的
に
本
人
と
付
き

合
っ
て
い
る
「
家
族
が
病
気
の
特
性
を
理
解
し
」
「
本

人
と
の
向
き
合
い
方
、
対
応
の
方
法
」
に
つ
い
て
学
び

が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
族
の
果
た
す
役
割

は
計
り
知
れ
な
い
の
で
す
。
混
乱
の
中
に
い
る
家
族
を

医
師
と
し
て
「
土
曜
学
校
」
と
い
う
学
び
の
場
へ
導
か

れ
、
そ
れ
を
20
年
間
変
わ
ら
ず
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
先
生
に
恵
ま
れ
た
群
馬
の
家
族

は
幸
せ
で
す
。 

家
族
が
元
気
で
自
分
自
身
の
人
生
も
生
き
生
き
と

生
き
て
い
る
。
病
や
障
害
に
負
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
そ
ん
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 
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短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
が
利
用
可
能
に
！
「
新

宿
区
立
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」 

２
０
１
５
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
宿
区
立
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
区
百
人
町
４
の
４
の

２
）
は
、
精
神
障
害
者
を
対
象
に
、
生
活
訓
練
（
通
所
）

を
主
に
宿
泊
型
の
自
立
訓
練
、
電
話
相
談
、
来
所
相
談

も
で
き
る
施
設
で
新
宿
区
百
人
町
に
あ
り
ま
す
。
区
立

な
の
で
新
宿
区
民
が
対
象
で
す
が
、
短
期
入
所
の
み
区

外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
家
族
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
、

旅
行
な
ど
で
１
人
に
し
て
お
く
の
は
心
配
な
場
合
、
家

族
が
疲
れ
た
と
き
、
ま
た
、
本
人
が
い
ず
れ
自
立
す
る

た
め
に
１
人
暮
ら
し
を
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
き
に
も
利
用
で
き
ま
す
。 

◆
対
象
：
１８
歳
以
上
で
精
神
に
障
害
の
あ
る
方 

◆
利
用
定
員
：
２
名
（
２
室
） 

◆
利
用
料
：
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
利
用
者
負

担
額 

◆
食
事
：
近
く
の
飲
食
店
利
用
可
。
食
事
提
供
の
場
合

は
、
朝
食
４００
円
、
昼
食
５００
円
、
夕
食
６００
円
。 

◆
期
間
：
１
回
に
つ
き
６
泊
７
日
以
内
。
利
用
開
始
日

の
午
後
３
時
か
ら
利
用
終
了
日
の
午
前
１０
時
ま
で

（1
2
/
2
9

～1
/
3

の
年
末
年
始
を
除
く
）。 

◆
利
用
方
法
：
事
前
に
承
認
申
請
を
し
、
面
接
な
ど
を

経
て
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
利
用
の
相
談
、
申

請
、
登
録
後
の
利
用
申
込
み
は
、
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
を
。 

（
代
表
☎03

ー5
9
37

ー6
8
21

）
情
報
提
供
新
宿
フ
レ
ン
ズ 

 

☆
賛
助
会
員
（
敬
称
略
） 

小
松
原 

和
明 

 
 
 
 
 
 
 

３
０
０
０
円 

東
京
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

                     

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
が
少
な
い
の
は

何
故
か
に
つ
い
て
池
原
毅
和
弁
護
士
の
講
演

会
で
色
々
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 

ま
ず
、
同
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律

が
本
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご

承
知
の
通
り
で
す
。
対
象
者
は
認
知
症
約
４６０

万
、
成
人
精
神
障
害
者
約
３３０
万
人
、
成
人
知
的

障
害
者
約
４７
万
人
、
合
計
８３７
万
人
に
対
し
成

年
後
見
制
度
の
利
用
者
合
計
１９
万
人
は
利
用

率
２．２
％
は
少
な
す
ぎ
ま
す
。
何
故
利
用
者
が
少

な
い
か
？
①
使
い
勝
手
が
悪
い
②
後
見
人
へ
の

報
酬
が
高
い
③
第
三
者
後
見
人
が
信
用
出
来
な

い
④
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官
が
３
０
０
０
人
で

は
後
見
人
の
横
領
等
の
不
正
事
故
が
防
げ
な

い
。
こ
こ
で
①
の
利
用
者
の
使
い
勝
手
を
改
善

す
る
運
動
が
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
が
あ
る
Ｆ
Ｇ
Ｃ

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
・
コ
ン
フ
ェ
レ
ン

ス
）
と
い
う
形
で
昨
年
末
大
田
区
の｢

Ｆ
Ｇ
Ｃ
報

告
会 

お
お
た 

実
行
委
員
会｣

主
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
の
後
見
制
度
は
メ
ニ
ュ
ー
の

松
竹
梅
の
よ
う
な
三
類
型
に
利
用
者
を
分
類
す

る
こ
と
が
実
状
に
合
わ
な
い
点
を
挙
げ
、
関
係

者
ミ
ー
テ
ン
グ
で
本
人
の
意
志
を
出
来
る
だ
け

容
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
試

行
を
通
し
て
現
在
の
成
年
後
見
制
度
を
補
完
す

る
も
の
で
す
。 

 
 
 

 
 

 

都
連
副
会
長 

松
沢 

勝 

 

 

 
☆11/5(土) 地域で安心して暮らしていくために ～親あるうちにできること・地域の 
医療と福祉の連携～ 講師:駒木野病院精神科診療部長 田 亮介氏  
場所:日野生活・保健センター 主催:日野いずみ会 ☎042-592-8993 
 
☆11/5(土) みんなでやろう 家族ＳＳＴ 主催:サンクラブ多摩 ☎042-371-3380 
講師:高森 信子氏  場所:多摩市総合福祉センター 
 

☆11/5(土) 親亡き後を考え、精神障がい者の「暮らす」と「働く」を支える医療と 
福祉を使い、マイペースで生きる 講師:日本精神科看護協会 末安 民生氏 
場所:品川区荏原第五地域センター 主催:品川かもめ会 ☎03-090-7221-9220 

 
☆11/12(土) 家族相談にみる家族の問題と解決 会場:新宿区立障害者福祉センター 
講師:元みんなねっと事務局長 良田かおり氏 主催:新宿フレンズ ☎03-3987-9788 

 
※参加申込み･お問合せは、主催者までお願いします。 

 

講 演 会 の お 知 ら せ 

 


